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青木 勝一 ｱｵｷ ﾏｻｶｽﾞ 火1 公共経営

本授業では、公共経営分野における事例調査の手法や考え方の基礎を学び、次年度のゼミ
ナール及び卒業論文の作成への導入を図るものである。今年度は足立区を事例として取り上
げる予定である。事例に対して、様々な政策領域（産業、福祉、防災など）に関し、その自
治体の直面する課題を調べ、その解決策あるいは取られている政策の改善案を考える。

石田 晴美 ｲｼﾀﾞ ﾊﾙﾐ 金2 財務会計，企業分析

「会計」分野のうち「財務会計」に的を絞り、①「財務会計」に関する現在のトピックを学
ぶとともに、②主に有価証券報告書を活用した企業分析を行う。3年次のゼミナール履修に
備え、最低限身につけておくべき社会人としての常識・マナーや自分で学び調べ、発表する
ための基礎を修得する。

鈴木 誠 ｽｽﾞｷ ﾏｺﾄ 金2
ファイナンス（金融），イン
ベストメント（投資）など

ファイナンスとは、経済学と経営学の交差する領域であるが、その扱う範囲は広い。本講座
においては、基礎的な知識の習得を目指すこととする。具体的には、金融機関の役割につい
て理解を深めたり、株式や株式投資について疑似的体験を通して考察したりする予定であ
る。最終的には日経新聞の記事が理解できるレベルに達するように導きたい。

田中 克昌 ﾀﾅｶ ｶﾂﾏｻ 月3
経営戦略, イノベーション,
コンサルティング

経営戦略とイノベーションについて学修したうえで、経営コンサルタントの業務をチームで
体験し、課題解決策を提示できる能力の習得を目指す。そのために、企業に関して的確に情
報収集し、整理・分析し、提案できる能力を身に付ける。

遠山 道子 ﾄｵﾔﾏ ﾐﾁｺ 金2 応用言語学、応用音声学

この授業は、「ことば」と「コミュニケーション」の多様な側面について理解を深めるため
のものである。具体的には、ネーミングという現象／行動に言語の構造がどのように関わっ
ているかを考察する過程で、日本語の音声・音韻体系（リズム、アクセント、音節構造な
ど）についての知識を獲得し、音声の持つ影響力について考察する。

堀田 敬介 ﾎｯﾀ ｹｲｽｹ 月3

問題発見，問題解決，オペ
レーションズ・リサーチ，シ
ミュレーション，意思決定科
学，経営科学

複数の代替案（選択肢）から望ましいものを選ぶという意思決定をするためには，適切な問
題発見と問題解決の技法が必要となる．本コースでは，Excel等PCを利用してどのように問
題発見・解決をするか，いくつかのトピックについて実践的に学ぶ．ゲーム理論，シミュ
レーション，最適化，GISなどを扱う．

山崎 佳孝 ﾔﾏｻﾞｷ ﾖｼﾀｶ 月3
異文化マネジメント、国際人
的資源管理

本授業では近年のグローバリゼーションについて、日本国内、海外生活や海外赴任で起こる
様々な問題、トラブル、コンフリクトについて具体事例をもとに議論する。事例として、異
文化コミュニケーション、異文化間ビジネスと経営、国際・海外留学等も取り扱う。授業で
はグループ活動とプレゼンテーションにより学習効果を高める。

山本 顕一郎 ﾔﾏﾓﾄ ｹﾝｲﾁﾛｳ 月3
法学、情報と法、インター
ネットの法律問題・社会問題

このクラスの共通の課題として「情報通信ネットワーク内で生じる様々な法律問題・社会的
問題」を設定し、これを多面的に考究する。具体的には、SNS等への不適切投稿・誹謗中
傷、プラットフォーマー規制、フェイクニュース等々である。このような調査研究により、
ネット空間に生起する諸問題を認識し、解決策の有無・方法を追究する。同時に、ゼミナー
ル活動に必須の技能・スキルを養っていく。

この科目は、3年次にお
けるゼミナ－ルの基礎的
な前提となる科目であ
り、専門領域の基礎的な
理解を深めるためのもの
である。企業経営、公共
経営、会計、経済・ファ
イナンス、統計・情報技
術、法律など本学部の専
門領域を網羅した形で各
教員が担当する。専門の
基礎を学ぶことで、3年
次からのゼミナ－ルへの
移行がスム－スに行くと
考えている。成績は、課
題の提出とその内容によ
り評価する。

※）各クラスの詳細な授業計画・内容については，シラバスを参照のこと
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